
９cm 

８cm ８cm 

９cm 

 

 

                       

問 一 周りの長さが２０cm の長方形の，横の長さとたての長さの関係を考えましょう。 

（１） たての長さを表に整理しましょう。 

 

横の長さ（cm） １ ２ ３ ４ ・・・ 

たての長さ（cm） ９ ８ ７ ６ ・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

（２） 横の長さを○cm，たての長さを△cm とするとき，○と△の関係を式に表しましょう。 

 

【式】  

 

 

 

                                               

       

 

 

 

      

 

       

 

      

〇＋△＝１０ 

算数 ともなって変わる２つの数量  ５年  組  名前 

【確認問題①－５】解答 

（２０－〇×２）÷２＝△で計算していくと， 

横が３㎝のときは，（２０－３×２）÷２＝７から横は７㎝， 

横が４㎝のときは，（２０－４×２）÷２＝６から横は６㎝となるよ。 

横１cm，たて９cm 
１cm 

１cm 

横２cm，たて８cm 

２cm 

２cm 

横は１cmが２本，たても２

本あるから，式は 

（２０－１×２）÷２＝９ 

となるよ。 

横が２cmになった

らどうなるだろう。 

表を見てみよう。横とたての 

和は１０㎝になっているね。 



問 二 下の図のように，正方形の１辺の長さを変えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）１辺の長さと周りの長さの関係を表に表しましょう。 

 

 

 

 

 

 

（２）１辺の長さを〇cm，周りの長さを△cm として，式に表しましょう。 

 

   【式】 

 

 

 

 

 

 

（３）周りの長さが６０cm になるのは，１辺の長さが何 cm のときでしょうか。 

 

   【式】  

 

                

 

              

【答え】      cm 

 

 

 

１辺の長さ（cm） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

周りの長さ（cm） ４ ８ １２ １６ ２０ ２４ 

３cm 
２cm 

１cm 

〇×４＝△ 

６０÷４＝１５ 

１５  

正方形の周りの長さは

どうなっているだろう。 

正方形の周りの長さ＝１辺の長さ×４だから， 

１辺の長さ＝正方形の周りの長さ÷４となるよ。 

〇×４＝６０だから， 

〇＝６０÷４を計算して， 

〇＝１５となるよ。 


